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（１５９）栃木県小百川上流の浅田水鉛鉱山
参考文献（１）には、栃木県内のモリブデン鉱床として４つの鉱山が紹介されている。その内の３

つは探査済みであった。残っているのは、「今市鉱山」。文献の記述によれば、その位置は「・・・
小百川上流の西岸に位置し、小休戸部落の西に当たる。・・・」 大きい鉱山ならば、近傍に行けば
現地の確認は容易であろうが、小規模な鉱山で、何十年も前に閉山した鉱山では、これだけの情報で
は、現地の確認は不可能に近い。実際、２回程、小休戸部落の西当たりを徘徊してみたが、何の結果
も得られていなかった。
参考文献（２）の中の、浅田水鉛銅山の紹介文を参考資料として、最後に複写掲載している。この

紹介文には、水鉛鉱山と銅鉱山の両方が紹介されている。銅鉱山跡は確認でき、既報であるが、水鉛
鉱山はなかなか確定できなかった。が、選鉱場らしいところで、輝水鉛鉱の微少な標本を採集するこ
とができたことで、水鉛鉱山の確定作業は急速に進み、選鉱場跡、坑口跡、およびそれらの付近で十
分な大きさの輝水鉛鉱の標本をいくつか採集することができた。ようやくにして、３年間にわたった
浅田水鉛鉱山跡の探査結果を報告するに至った。
しかし、現地で輝水鉛鉱の標本の採集は未だ難しいかもしれない。薄いのである。３人ほどで採集

を試みて、１人が採集に成功する程度かもしれない。が、現地の全体を調べ上げているわけではない。
本探査記を頼りに、添付した参考文献を頼りに現地を訪問してみるのもよろしいのではないだろうか。
新たな発見が期待される。

ところで、参考文献（１）では、小休戸部落近傍に「今市鉱山」という水鉛鉱山があると記してい
るが、これは参考文献（２）の「浅田水鉛鉱山」の別称と判断している。同じ鉱床での鉱山名が時期
によって違っている場合が少なくない。
また、本鉱山の成り立ちや､近傍の地質、その他のうんちくは参考文献（３）に詳しい。

探査日 ２０１６年～２０１８年

図１ 浅田の銅鉱山と水鉛鉱山の位置を赤丸で記している。今市当たりから小百川に沿って２４
５号を北上していく。舗装の行き届いた峠道である。大笹牧場の手前に、２つの鉱山がある。銅鉱山
については、本探査記で既報である。本項では、ようやく確定できた水鉛鉱山について紹介する。
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図２ 図１の部分拡大図。小休戸からの上流部。Ｐ点が車を駐車した位置。すぐ脇の赤リング部分
には選鉱施設の残骸が一体に残っている。標高８４０ｍ付近で、坑口（黄緑丸）と施設跡（赤丸）を
確認した沢を、参考文献（２）に記されている根奈草沢と判断した。また、この沢の探査では、ズリ
らしい場所、その他で転石から輝水鉛鉱を採集できた。埋もれかかっている坑口であったが、その内
部は奥深い。坑口跡の前面にはズリらしい丘。近くの尾根には人工的なプラトーと人工的機構跡を確
認した。小百川はこの付近では幅は広く､緩やかである。根奈草沢は少し急であるが、幅はある。そ
れほど難しい沢歩きではない。黒リング付近には、涌水口が水平水準でいくつも並んでいる奇妙な地
形を見つけている。水鉛鉱山と関係しているのか、わかっていない。この箇所の詳細については付記
を参照のこと。

鉱山跡写真

写真１ 図２中のＰ点のところ。ガードレー
ル先に鉱山施設跡がある。右側の小山の頂上
には、写真３で示している鉄索の基台と思わ
れるアンカー跡がある。ミラーの左側を下る
と右手の直ぐに選鉱施設跡がある。

写真２ 選鉱施設跡。北に向かって、下か
ら上を見ている。ここのところで、写真９で
示している大きさが２ｍｍ～３ｍｍの最初の
輝水鉛鉱の標本が採取できた。それまでは疑
心暗鬼であったが、輝水鉛鉱の鉱山施設跡と
の確信を初めて得た。
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写真３ 鉱山施設跡のある小山の頂上
部。コンクリートに幾本かの鉄アンカー
ボルトが立っていた。鉄索の基台であっ
たと思われる。採鉱場のあった根奈草沢
との間を鉄索で連結していたのであろう。
採掘していた鉱床はここの標高より高い
位置であると推論できよう。その通りで
あったが。

写真４ 滑滝が流れている右側が小百
川の本流（カベラ沢ともいう）。画面の
中央付近に支流である「根奈草沢」が
延びている。

写真５ 標高７８０ｍ付近。根奈草沢を
上る。この先、前方左俣に進む。

写真６ 標高約８４０ｍ付近。この写真
の中央付近に、今にも落ち葉で埋もれて
しまいそうな坑口を発見。右端付近に著
者のザックが置いてある。そう言えば、
写真を撮るために立っている当たりは何
となくプラトーになっており、ズリの堆
積のようである。この坑口の位置は、左
側にある立木を目標にすれば確実かも。
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写真７ 写真６で示した坑口に、カメラ
を差し入れて内部を撮影。入り口付近は
上部から落下してきたであろう土砂が堆
積している。が、奥は深く、坑道はしっ
かりしていそう。

写真８ 写真６，７で示した坑口から直
ぐ近くの尾根に向かって、道らしきもの
が辛くも残っていた。それを登った。尾
根にはプラトーらしき場所があり、一地
点にアンカーボルト（ハンマーのヘッド
のとがった先端部で指示している）の挟
まった朽ちた材木が立っていた。先に紹
介している鉄索の採鉱側の基台の一部だ
ったのかも。

採集鉱物

写真９ 偶然に近かったが、写真２で示
した選鉱施設跡の残渣の表面で銀色に光
っている小粒を見つけた。輝水鉛鉱であ
った。大きさが２ｍｍ～３ｍｍ。この発
見で、ここが水鉛選鉱所跡であると確信
した。第Ⅰ番目の重要な物証となった。

写真１０ 「水鉛選鉱所跡」の上部に貯
石場らしい箇所があり、そこから母岩付
きの輝水鉛鉱を発見した。マジックで描
いた赤円の中心付近の銀色に輝いている
大きさ数ｍｍの部分が輝水鉛鉱である。
これにより本鉱山での輝水鉛鉱石の出来
方がわかった。第２の重要な物証となっ
た。
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写真１１ 後日に、写真１０に記している
貯石場らしいところで、岩友が見つけた母
岩付きの輝水鉛鉱。写真中央の銀色の部分。
その直径は２ｃｍ程度。

参考文献
（１）「日本地方鉱床誌 関東地方」、今井、河井、宮沢、朝倉書店、１９７３年。
（２）「東京鉱山監督局管内 金属鉱山（鉱業叢書第三編）」、小山一郎、鉱業社、昭和１５年。
浅田水鉛銅山に関するページを複写掲載。

文章を読むと､ここで紹
介できた坑口跡近傍で色々見
つかりそうである。以降の付
録部も参照するとよいであろ
う。

（３）「栃木地学愛好会 会報」第６７号、２０１８年１２月。
会員配布の非公開冊子なので、閲覧希望ならば､本会員に問い合わせるとよい。
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付記
水鉛鉱山を探して何度も現地を訪問した。その中で、奇妙な地形の箇所を、写真９で紹介してい

る小さい水鉛の現物を発見する前に見つけていた。当初、ここが採鉱場と考えたが、付近では全く水
鉛の標本を見つけ出せなかった。が気になる場所である。以下の写真で現地を紹介する。

付図１ 中央の赤輪は先に紹介している図２中の坑口跡のある採鉱場。右側の赤輪は選鉱場跡。
中央付近にある文字Ｄの箇所が現地である。Ａ点からだと沢を遡り、Ｂ点で送電線管理用の林道に従
って南下する。Ｃ点は送電線鉄塔である。Ｄ点付近には涌水口が水平水準でいくつもあった。以下の
写真参照。

付写真１ 涌水現場のうちの一つ。赤
輪で囲んだ左右２カ所のところに涌水
口があり､水が流れ出している。足下の
岩盤は粘土質である。

付写真２ 付写真１の下流部。人工の石
組みが沢に多段に渡って見られる。何の
ため組み上げたのか？ わさび畑だった
のかもしれない。
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付写真３ さらに下流部。下流から
上流を見ている。上流端に湧水口を
もついくつかの子沢が合流している。

付写真４ さらに下流部だが、付図１
のＥ点からの上記沢の小百川（カベラ
沢）との出合から見上げている。


